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表 温室効果ガス総排出量の2018年度確定値及び2019・2020年度速報値

全体（温室効果ガス排出量：一覧）

[単位：万t-CO2]

1990年度 2013年度 2016年度 2018年度 2019年度

基準年度比 2013年度比 1990年度比 前年度比

エネルギー転換部門 2 2 2 3 4 4 +97.1% +89.4% +62.3% +6.6%

産業部門 83 72 61 64 58 55 -10.8% -24.0% -34.7% -5.9%

民生（家庭）部門 292 484 438 403 387 389 -11.2% -19.5% +33.2% +0.7%

民生（業務）部門 243 426 394 378 378 341 -13.3% -19.8% +40.7% -9.6%

運輸部門 258 273 258 259 258 225 -12.9% -17.7% -13.0% -12.9%

廃棄物部門 29 28 26 31 29 25 -2.8% -10.1% -13.1% -11.6%

小計 908 1,285 1,179 1,138 1,113 1,039 -11.9% -19.1% +14.4% -6.6%

メタン（CH4） 3 2 2 2 2 2 -4.9% +6.8% -20.4% +2.4%

一酸化二窒素（N2O） 12 25 24 21 20 19 -18.9% -21.9% +55.6% -4.3%

ハイドロフルオロカーボン
（HFCs）

0.5 2 2 3 0 0 -80.9% -78.2% -15.8% -0.7%

六フッ化硫黄（SF6） 10 1 1 0 1 0 -20.9% -29.8% -95.1% -1.7%

小計 25 29 29 27 23 22 -22.3% -23.6% -13.0% -3.6%

合計（森林吸収反映前） 934 1,314 1,208 1,165 1,136 1,061 -12.1% -19.2% +13.7% -6.5%

森林吸収分 － -9 -15 -15 -15 -15 +0.9% +59.3% － +0.0%

合計（森林吸収反映後） 934 1,304 1,193 1,150 1,121 1,047 -12.3% -19.7% +12.1% -6.6%

※電力排出係数調整後

変化率

二酸化
炭素

その他
温室効果
ガス

2020年度

参考値 参考値 速報値確定値 速報値基準値

温室効果
ガス
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図 二酸化炭素排出量の部門別推移

全体（二酸化炭素排出量：部門別推移）
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図 二酸化炭素排出量のエネルギー種別推移

全体（二酸化炭素排出量：エネルギー種別推移）
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図 電力由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（電力由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
53%
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図 灯油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（灯油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
86%
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図 ガソリン・軽油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（ガソリン・軽油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
80%
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図 都市ガス由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（都市ガス由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
91%



10

図 重油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（重油由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
95%
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図 LPガス由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳

全体（LPガス由来の二酸化炭素排出量の部門別内訳）

その他のエネルギー
97%
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図 札幌市民１人あたり、１世帯あたりの温室効果ガス排出量推移

全体（温室効果ガス排出量：１人あたり、１世帯あたり推移）
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図 札幌市と全国の二酸化炭素排出量の部門別内訳の比較（2020年度速報値）

全体（二酸化炭素排出量：部門別-全国との比較）
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図 札幌市・全国の家庭生活における１世帯あたりの二酸化炭素排出量（2018年度確定値）

家庭生活（二酸化炭素排出量：エネルギー種別、１世帯あたり-全国との比較）
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図 家庭部門の二酸化炭素排出量のエネルギー種別推移

家庭部門（二酸化炭素排出量：エネルギー種別推移）



図 家庭部門の二酸化炭素排出量と電力排出係数の推移
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家庭部門（二酸化炭素排出量と電力排出係数の推移）



図 家庭部門における１世帯あたりの二酸化炭素排出量の推移
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家庭部門（二酸化炭素排出量１世帯あたり推移）
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図 業務部門の二酸化炭素排出量のエネルギー種別推移

業務部門（二酸化炭素排出量：エネルギー種別推移）



図 業務部門の二酸化炭素排出量と電力排出係数の推移
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業務部門（二酸化炭素排出量と電力排出係数の推移）
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図 業務部門における単位床面積あたりの二酸化炭素排出量の推移

業務部門（二酸化炭素排出量：単位床面積あたり推移）
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図 運輸部門の二酸化炭素排出量の輸送機関別推移

運輸部門（二酸化炭素排出量：輸送機関別推移）
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図 運輸部門の二酸化炭素排出量の車種別推移

運輸部門（二酸化炭素排出量：自動車車種別推移）



図 自動車１台あたりの二酸化炭素排出量推移
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運輸部門（二酸化炭素排出量：自動車１台あたり推移）
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図 産業部門の二酸化炭素排出量の業種別推移

産業部門（二酸化炭素排出量：業種別推移）
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図 エネルギー転換部門の二酸化炭素排出量の事業別推移

エネルギー転換部門（二酸化炭素排出量：事業別推移）
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図 廃棄物分野の二酸化炭素排出量の事業別推移

廃棄物分野（二酸化炭素排出量：事業別推移）



※2012年度と2013年度の森林吸収量の差は、京都議定書第１約束期間の終了に伴い算出方法を変更したことによるもの
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図 森林による二酸化炭素吸収量の推移

森林吸収
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図 エネルギー消費量の部門別推移

全体（エネルギー消費量：部門別推移）



図 エネルギー消費量の用途別推移
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全体（エネルギー消費量：用途別推移）
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全体（エネルギー消費量：１人あたり、１世帯あたり推移）

図 札幌市民１人あたり、１世帯あたりのエネルギー消費量推移
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図 札幌市と全国におけるエネルギー消費量の部門別内訳の比較（2020年度速報値）

全体（エネルギー消費量：部門別-全国との比較）
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図 エネルギー消費量に占める熱利用エネルギー消費量と部門別内訳

全体
（熱利用エネルギー消費量：エネルギー消費量に占める熱利用エネルギー消費量と部門別内訳）
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図 熱利用エネルギー消費量の部門別推移

全体（熱利用エネルギー消費量：部門別推移）
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図 エネルギー消費量に占める電力消費量と部門別内訳

全体
（電力消費量：エネルギー消費量に占める電力消費量と部門別内訳）
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図 電力消費量の部門別推移

全体（電力消費量：部門別推移）



[単位：億kWh]

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

95.5 95.5 94.4 93.5 91.0 90.3 90.4 91.1 89.9 92.2 90.6

太陽光 0.10 0.13 0.20 0.28 0.34 0.48 0.52 0.54 0.57 0.65 0.73

小水力 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

廃棄物 1.37 1.52 1.49 1.46 1.38 1.38 1.41 1.41 1.43 1.42 1.41

地熱 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1.71 1.73 1.76 1.77 1.84 1.88 1.92 2.06 2.18 3.11 3.83

1.50 1.891.751.771.721.68 2.172.102.041.991.96

電力消費量

(

内
訳

)

分散電源発電量

再生可能
エネルギー発電量

[単位：万kW]

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

0.9 1.2 1.9 2.6 3.3 4.6 4.9 5.1 5.4 6.2 7.0太陽光発電導入容量
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表 太陽光発電導入容量の推移

全体
（電力消費量、再生可能エネルギー発電量、分散電源発電量、太陽光発電導入容量の推移）

表 電力消費量、再生可能エネルギー発電量、分散電源発電量の推移


